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一歩先を行く発想で、
地域に真のゆたかさを。
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「九州Re-Branding Fund 2025-2026」の新設
　お取引先による『地域の新たな魅力を創出する事業』に対し、
FFGが事業サポートすることを目的に、「九州Re-Branding 
Fund 2025-2026」を新設いたしました。
　同ファンドは、総額2,000万円（1事業あたり200万円）を上限
に、お取引先が実施する交流人口創出につながる観光コンテンツ
造成や、地域の特産品等開発・販路開拓などに資金補助をする
新制度です。
　FFGでは、理念体系である「一歩先を行く発想で、地域に真のゆ
たかさを。」をグループ経営の基本とし、地域経済の活性化に向け
た地方創生の取組みを積極的に進めてまいります。

投資信託残高

1.5兆円
（2025年９月末時点）

福岡銀行、熊本銀行、十八親和銀
行、福岡中央銀行、FFG証券で提供
している投資信託の合計残高

「FFGみらいの会議」を開催
　地域企業・スタートアップとつながり、共創や新たな連携の可能
性を語り合うイベントとして、「FFGみらいの会議」を開催しました。
OpenAI Japanによる基調講演をはじめ、トライアルホールディン
グス・みんなの銀行によるセッション、新規事業創出に関するセッ
ションなど、多彩なプログラムを実施しました。
　当日は約1,600人が来場し、200件を超えるマッチングが生まれ
るなど、地域企業・スタートアップ・金融機関・自治体といった多様
な参加者が交流する盛況な1日となりました。
　また、同時期に１週間開催された「RAMEN TECH」とも連携し、
福岡の街全体でイノベーションの熱が高まる“共創ウィーク”を形
成しました。

みんなの銀行口座

14１万口座

(2025年10月末時点)

　平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申しあげます。
　近年、AI（人工知能）の進化は、私たちの暮らしや仕事に
大きな変化をもたらしています。今やAIは、エージェント機
能を付加し、かつて人間にしかできないと考えられていたこ
とを担いつつあります。私たち金融機関にとっても、こうし
た技術革新は脅威であると同時に、新たな価値を生み出す
大きな機会でもあります。FFGは、このような環境変化を踏
まえて策定した長期戦略を通じ、デジタルと人の力を最大
限に活かしながら、お客さまや地域に貢献してまいります。

　2025年度中間期決算におきましては、法人・個人の貸出
金残高の積み上げや国内金利の上昇効果により、貸出金利
息や市場部門の収益が増加いたしました。加えて、みんなの
銀行が培ったデジタル基盤を活かし、三菱UFJ銀行への
「システム外販」の収益も計上することができました。これら
の取組みの成果として、本業の利益を示すコア業務純益は
過去最高となりました。

　これからも私たちは、「一歩先を行く発想」で、長期戦略を
通じて「真にゆたかな地域社会」の実現に貢献してまいりま
す。デジタルのさまざまな機能を活用しつつも、最後の決め
手は「人間味」。「人間味」とは、相手を理解し、寄り添い、とも
に価値を創る力といえます。FFGは、一人ひとりが感性を磨
き、「人間味」あふれた組織風土を醸成し、ゆたかな地域社
会を地域の皆さまとともに創ってまいります。
　今後とも変わらぬご支援、ご愛顧を賜りますよう、お願い
申しあげます。

ごあいさつ
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ふくおかフィナンシャルグループ
取締役社長

五島 久五島 久



●発行－2025年12月　●編集－株式会社ふくおかフィナンシャルグループ 経営企画部 
　〒810-8693 福岡市中央区大手門１-８-３ TEL（092）723-2500（代表）

　当社グループの株主還元は、健全性の維持を前提に、株主
還元と地域経済の発展や企業価値向上に向けた成長投資の
バランスをとった資本運営を基本方針としております。株主の
皆さまに対する利益還元につきましては、これまで目安として
いた配当性向35%を本年度より40%程度へ引き上げ、利益成
長を通じた1株あたりの配当金の安定的・持続的な増配・維持
に努めてまいります。

株主還元の充実
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●当社グループホームページ掲載場所はこちら
ホーム＞株主・投資家情報＞統合報告書

　当社グループの中長期的なビジョンをご理解いただくため
のツールとして「FFG統合報告書2025」を発刊しました。FFG

が目指す“真にゆたかな地域社会”の実
現に向けた取組みを一連の価値創造ス
トーリーとして発信しています。当社グ
ループへのご理解を深めていただけます
と幸いです。

「FFG統合報告書2025」を発刊しました

FFG統合報告書2025 検索

27社

R&I
発行体格付AA -
JCR
長期発行体
格付A+

平成19年4月2日
福岡市中央区大手門一丁目8番3号
1,247億円
8,234人

設 立 日
本社所在地
資 本 金
従 業 員 数

連結子会社

格付情報

プロフィール
2025年9月末日現在

＊1 R&I 発行体格付　＊2 JCR 長期発行体格付　＊3 Moody’s 長期預金格付

●海外拠点数（福岡銀行海外駐在員事務所）：8
　（香港、上海、大連、ニューヨーク、シンガポール、バンコク、台北、ホーチミン） 

昭和14年9月1日
長崎市銅座町1番11号
368億円
1,859人
188（長崎県内164）

設 立 日
本店所在地
資 本 金
従 業 員 数
店 舗 数

昭和26年6月5日
福岡市中央区大名二丁目12番1号
40億円
448人
41（福岡県内41）

設 立 日
本店所在地
資 本 金
従 業 員 数
店 舗 数

昭和4年1月19日
熊本市中央区水前寺六丁目29番20号
100億円
851人
70（熊本県内63）

設 立 日
本店所在地
資 本 金
従 業 員 数
店 舗 数
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昭和20年3月31日
福岡市中央区天神二丁目13番1号
823億円
3,699人
170（福岡県内152）

設 立 日
本店所在地
資 本 金
従 業 員 数
店 舗 数
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　連結コア業務純益は、金利上昇を受けた国内資金利益
の増加を主因として、前年比＋79億円の666億円となり
ました。親会社株主に帰属する中間純利益は、本業であ
るコア業務純益が堅調に増加したことを主因として、前年
比＋44億円の436億円となりました。

業績ハイライト（2025年度中間期）

（兆円）
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■ 連結自己資本比率

総資金（預金＋NCD）
貸出金■ 預貸金末残（連結）

■ 業績推移
（億円）

666

436

587

392

512

303

FY23上 FY24上 FY25上

連結コア業務純益
親会社株主に帰属する中間純利益
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